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令和 8年度予算見積調書 課室名:

説明事業

農村整備課
担当名: 企画担当

内線: 4345 (単位：千円)
会計

P110 サステナブルな農業水利施設保全対策事業 一般会
計

農林水
産業費

農地費
項

土地改良費 かんがい排水事業費
番号 事業名

事 業
期 間

令和 8年度～ 根 拠
法 令

土地改良法施行令第50条
土地改良法第87条の2

款

針路 12
令和10年度 分野施策 1201

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

2,6,9,11
2-4,6-b,9-1,11-4

　施設管理者により紙媒体で保管されている完成図面等
資料を収集・整理し、得られた情報をデータベース化す
ることで、基幹的農業水利施設の情報基盤を構築する。

　ア　農業水利施設管理者が保有する資料の収集・整理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65,200千円
　イ　ＧＩＳ登録施設の細分化・データベース情報の登
　　録　　　　　　　　　　　　　　　　86,800千円

（１）事業内容
　　ア　農業水利施設管理者が保有する資料の収集・整理
　　　　施設管理者により紙媒体で保管されている完成図面等資料を収集・整理する。
　　イ　ＧＩＳ登録施設の細分化・データベース情報の登録
　　　　基幹的農業水利施設の情報基盤を構築するため、ＧＩＳ上で施設を細分化し、
　　　アにより収集した資料から得られた情報をデータベース化する。

（２）事業計画
　　ア　農業水利施設管理者が保有する資料の収集・整理　　　65,200千円
　　イ　ＧＩＳ登録施設の細分化・データベース情報の登録　　86,800千円

（３）事業効果
　　　県が造成した基幹的農業水利施設に関する情報をＧＩＳ上で一元的に管理し、更に施設の重要度や施設が
　　機能不全に陥った際に周辺地域に及ぼす被害予測を見える化することにより、基幹的農業水利施設の適正か
　　つ計画的な維持管理が行われている。
　　　【活動指標(アウトプット)】
　　　・利用価値の高い情報を集約した水土里情報システムが運用される
　　　　264施設の細分化と収集資料のデータベース化
　　　・細分化された施設の保全管理状況や要保全対策の見える化が図られる
　　　　264施設に関する施設情報をＧＩＳ化
　　　【成果指標(アウトカム)】
　　　・県が造成した基幹的農業水利施設(264施設)の関連情報をピンポイントで把握
　　　・水土里情報システムを利活用することによる保全計画策定時の資料収集コストの削減
　　　　コスト縮減額：336千円/1施設

２　事業主体及び負担区分
【農林水産省】
農業水路等長寿命化・防災減災事業
ア　(国1/2・県1/2)
イ　(国1/2・県1/2)

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×3.0人＝28,500千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比国庫支出金

決定額 152,000 76,000

前年額 0 0

― 農林部 110 ―

儲かる農林業の推進

76,000 152,000

農業の担い手育成と生産基盤の強化



 

事業名

単位事業名 予算額 152,000千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ 76,000 76,000 【農林水産省】
農地費補助金 農業水路等長寿命化・防災減災事業　

補助率　1/2

一般財源 76,000 76,000

合計 152,000 152,000

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 152,000 152,000 サステナブルな農業水利施設保全対策事業にかかる委託料

合計 152,000 152,000

事業内訳書

サステナブルな農業水利施設保全対策事業

サステナブルな農業水利施設保全対策事業

主な内容

主な内容


